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Organic寺子屋 

～ジョン・ムーアさんと英語を使ったコミュニケーション術を学ぶ教室～ 

 

特定非営利活動法人アイフォーム・ジャパン（IFOAM JAPAN）理事長 高橋 俊彰 

〒105-0004 東京都港区新橋 4-30-4藤代ビル 5F 

アファス認証センター気付 

  TEL  03-6809-0824 

  FAX  03-5400-2273 

E-mail  organic@ifoam-japan.net 

 

1. 日時  2017年 3月 15日（水）18：00～20：30（1回目） 

2017年 3月 29日（水）18：00～20：30（2回目） 

 

※毎月 2回×5ヶ月の全 10回を 1シーズンとし、そのうち各 2回を 1セットとします。

もちろん 1回ずつの参加も可能です。 

 

2. 会場  中央区立環境情報センター 

〒104-0031 

      東京都中央区京橋三丁目１番１号 東京スクエアガーデン６階 

 

3. 目的  日本から世界へ迅速に、有機農業に関する情報を発信するため、世界からの情

報を日本へ迅速にインプットするために、一番の障壁であると考える英語に

慣れ親しむため。 

 

4. 受講内容 英語での教材の読み込み、それを基にした、ディスカッション、プレゼンテ

ーション、その他、最近の話題の交換や有機農業の歴史など 

 

1回目：自己紹介、2回目：プレゼンテーション などの予定です。 

 

5. 講師：ジョン・ムーア 

（一社）Seeds of Life 代表。 

英国シェフィールド大学教育学部 卒業後、教師を経て、電通に入社。 

コピーライターとして活躍する。その後、パタゴニア日本支社長。2013 年から現職。 

口癖は『ジョンはキビしいよ！』 
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6. 受講料 IFOAM JAPAN会員   5,000円（税込）／1回 

      IFOAM JAPAN 非会員 8,000円（税込）／1回 

 

参考：IFOAM JAPAN個人会員：年 1万円 

IFOAM JAPAN 賛助会員：年 3万円 

入会をご希望される場合は、事務局までご一報下さい。 

 

7. 参加の対象となる方 有機農業も英語も初心者の方でも大歓迎です。 

 

例えばこのような方にいかがですか。 

有機農業の本質について、もっと知りたい方、英語の基礎能力（特に有機に係わる）

を身に付けたい方、外国での展示会などに参加して、必要最低限自分でコミュニケーシ

ョンを取りたい方（商談）、IFOAMを始め、有機の国際大会に自力で参加してみたい方、

海外からの研修生やお客さんと、ある程度自力でコミュニケーションを取りたい方、内

外からの各種情報の正しい理解をしたい方 

 

（会場地図） 

 

〒104-0031 

東京都中央区京橋三丁目１番１号 東京スクエアガーデン６階 

地下鉄東京メトロ銀座線「京橋駅」3番出口直結
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（申込書） 

（FAX: 03(5400)2273 、E-mail： organic@ifoam-japan.net ） 
 

 

2017 年   月   日 

                             

 

参加者のお名前 連絡先（e-mail または FAX など） 

  

  

  

  

  

※参加をご希望される方は、上記を FAXまたはメールにてお送り下さい。 

 

 

 

特定非営利活動法人アイフォーム・ジャパン（IFOAM JAPAN）について 

 

主な活動 

 

IFOAM JAPANは、IFOAMの日本会員である国内の有機農業推進のために活動している

生産及び流通団体、登録認定機関等が中心となって設立しました。国内の有機農業の確立

と、有機農産物及び有機農産物加工食品に関する消費者・生産者・製造者及び流通業者へ

の啓発活動、更には国際的な視野に立った有機農業関連情報の提供や、国際会議への参加

などが主な活動です。 

 

(1)有機農業を推進するため、会員の知見や経験、技術を交換及び普及する場、及び生産者

と消費者の交流を深める場等を企画提供する事業 

(2)有機農産物等の提携、流通及び市場が健全に成長していくように啓発する事業 

(3)国内外の有機農業等に関する情報交換及び広報事業 

(4)国内外の議会、行政機関及び政策決定期間において、また社会全般において会員を代表

し、有機農業運動の推進に資する事業 

(5)国際有機農業運動連盟（IFOAM）において会員を代表し、その目的および国際的に使用

される基礎基準や認定指標等の改訂に関与し、日本及び近隣諸国の文化、技術等を反映

させる事業 

(6)有機農業運動において日本から働きかける国際的な活動への支援事業 
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